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1 要 約 ] 

本研究は、 幼児期の心を 育む上で絵本の 読み聞かせが 大切であ るという前提の 基、 子どもたちが、 より 楽 

しく絵本に親しむことができるよ う， 読み聞かせの 理論研究を行い 指導計画の作成及び 教材・教具の 工夫に 

取り組んだ，それらのことを 踏まえ，実践を 行った ， 読み聞かせの 実践を重ねる 中で ， 子どもたちが 絵本に 

親み イメージを豊かに 膨らませ，生き 生きと活動する 姿が見られた。 

  口絵本の読み 聞かせ ロ 年間指導計画 口 教材・教具の 工夫 

に 引き込まれていく ，特に 4 月より初めて 担当した 

1  テーマ設定理由 4 歳月 は アニミズムの 世界が大きく ，感じたことを 

  情報化社会といわれる 今日，絵本，児童図書， 漫 素直に体ごと 表現し物語の 世界を楽しんでいる。 

画 ，テレビ番組， 映画など子ども 向けの文化は 多様 しかし絵本を 与える側の教師の 援助を振り返え 

に 広がり，氾濫している 状態であ る - ると，「子どもたちが 絵本により親しむことができ 

映像メディアは 昔と映像の両方でかなり 強 い 刺激 るよ う 発達に応じた 絵本を精選して 与えていただ る 

を 子どもに与える ，また一方的に 流れ，足早に 通り ぅか 「」「絵本の 世界で夢をふくらませて 楽しむこ 

過ぎるため，子どもたちが 言葉によって 深く考え イ とが出来るような 教材の開発や ，絵本を遊びの 中に 

メージを膨らませるという 点でほ弱い面があ るよ う 取り入れていく 工夫をしていたのだろうか」」さら 

に 思 う ，「心を育む 時期」といわれる 幼児期に ， 一 に始まったばかりの 4 歳児保育において 指導計画の 

方 的に流れていく 映像メディアだけでなく ， 人 との 充実が大きな 課題であ る，これらの 課題を踏まえ ， 

関わりの中で 出会っていく 絵本や物語の 世界が「 心 4 歳児の絵本に 対しての興味関心を 高め 5 歳児へと 

を 育む」上では 大切であ ると考える， つなげていくことの 大切さを感じる。 

幼稚園教育要領，領域「言語」の 内容に「絵本や 子どもの発達に 応じた絵本を 精選し指導計画を 

物語などに親しみ ，興味をもって 聞き，想像する 楽 作成する中で ，絵本の与え 方や教材の工夫をするこ 

しさを味わう。 」と明示されている ，幼稚園におい とにより，絵本や 物語の世界が 子どもにとってより 

て ，絵本や物語を 読み聞かせることは ， 自分の生活 楽しいものになるであ ろ フ 。 

している世界し 力 軟 D らない幼児」にとって ， 様々な こ 子どもが絵本や 物語の世界で ， 心を動かし 柴 し 

とを想像する 楽しみと出会うことになる ，その中で， いと感じる経験を 積み重ねることが ，幼児期の豊か 

「なぜ」「どうして」という 本 ，思議さを感じたり ， な 心を育んでかくのではないかと 考え ，本 テーマを 

「わくわく」「どきどき」して 驚いたり，感動した 設定した， 

りする。 また，悲しみや 悔しさなど様々な 気持ちに 

触れ人の痛みを 知る機会ともなる ，このように 幼児 Ⅱ 目指す子ども 像 

期 においては，絵本や 物語の世界に 浸る経験が大切 進んで絵本に 親しみ，想像する 楽しさを味わう 子 

であ るといわれている。 

日々の保育の 中で ， 子ども達は絵本や 物語を読ん Ⅲ 研究の目標 

でもら ぅ ことが好きであ る， どんなに騒がしくても 幼児が進んで 絵本に親しむため ，発達段階を 踏ま 

絵本のベージを 開いた瞬間，静かになり 絵本の世界 えた年間指導計画の 作成と，絵本の 読み聞かせが よ 
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り楽しいものとなるよう ，教材や教具の 工夫を行 う   い ) 子どもの興味関心に 応じた絵本を 精選し読 

み 聞かせることによって・ 言葉に対する 感 

W  研究仮説 覚も育まれ，イメージが 深まるであ ろ       

Ⅰ 基本仮説 (2) 生活や遊ぴに 取り入れていく 教材や教具の 

幼児の発達段階を 踏まえた指導計画を 作成し 工夫を行 う ことで，より 絵本に親しみ ， 絵 

教材や教具の 工夫を行 う ことで、 絵本に対しての 本の楽しさを 味わうであ ろう「 

興味関心が高まり ，進んで絵本に 親しむであ ろう       

2  作業仮説 

W  研究構想 図 
目指す子ども 像   

進んで絵本に 親しみ、 想像する楽しさを 味わう 子 

研 究 テ 一   

幼児が進んで 絵本に親しむための 援助の工夫 
一 4 歳児における 読み聞かせの 実践を通して 一 

研 究 の 目 楳 

幼児が進んで 絵本に親しむため． 発達を踏まえた 年間指導計画の 作 
成と ． 絵本の読み聞かせが・ より楽しいものとなるような 教材や教 
具の工夫を行う。 

基 本 仮 説 

幼児の発達段階を 踏まえた指導計画を 作成し、 教材や教具 
の 工夫を行 う ことで絵本に 対しての興味関心が 高まり、 進 
んで絵本に親しむであ ろう。 
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l 研 究 内 容 1 

2  絵本の教育的意義 
4  指導計画作成   Ⅰ一 -- 
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V  研究の内容 

Ⅰ 幼児期の発達と 絵本 

子どもの人格の 構造と発達を 図 1 のように捉え 

た 」子どもの発達にとって 一番大切な事は 情緒の安 

定であ り・情緒の安定が 順調に育つと「思いやり」 

の心が育つ。 情緒が安定することにより 自発注が芽 

生え、 まわりの環境に 積極的に関わっていこ う とす 

る「意欲」が 出てくる，それを 土台にし、 社会性 ( 友 

達作りの能力 ) が育ち、 知的能力も育まれる ， ( 平 

井 1998) 人格形成の基盤となる「情緒の 安定」に 

おいて，幼児期の 絵本の読み聞かせは 大きな影響を 

与 - えると考える。 

知子どもの人格の 構造と発達 

幼児は、 絵本を読んでもら ぅ ことが好きであ る」 

それは第一に ，絵 という目の見えるものと 言葉とい 

ぅ 耳に聞こえるものとが 重なって具体的なイメージ 

が生まれ， それがスト一リー 性をもって展開するこ 

とから想像力が 刺激きれ，共感，期待，不安，安心 

などの感動を 深く味わうことができるからであ る， 

それは，子ども 自身の生活の 確認であ るとともに， 

未知の世界への 冒険旅行であ り，いろいろな 新しい 

知識に触れて 自分が豊になっていくことでもあ る。 

また，何よりも 絵本を読んでくれる 人との交流が ， 

子どもの情緒の 安定や豊かな 心を育てていく 上では 

大切であ ると考える。 本研究では上記のような 考え 

を踏まえ実践に 取り組んだ。 

2  絵本の教育的意義 

絵本とは， 立 と ( 詩 ，物語 ) と絵が一体となって 

いる本であ る - そして，子どもが 最初に出会う 本で 

あ り，将来の読書生活の 礎となる大切な 本であ る   

文字のみによる 木とは違い ， 耳から入ってくる 言 

葉の響きと， 目に訴える美しい 絵とが一体となった 

芸術作品だといわれている ， 

絵本の教育的意義を ， 次のようにまとめる。 

(1) 楽しみや喜び 悲 ・しみなどの ，感動体験を 味   

ォ っフ ・ 「 

(2) 情緒の発達を 促し豊かな心情を 培 う ， 

(3) 美的なセンスと 感性，感受性を 育む ， 

(4) 集中力や話を 聞こ う とする態度を 育む， 

(5) 語彙が増え ， 話す カや 言葉の表現力を 育む。 

(6) 知的好奇心や 科学位の芽生えを 育む。 

(7) 絵本の世界の 中で，主人公 と 一体化する事 

によ り，直接的な 体験をする「 

(8) 思考力 ( 理解 力 ・洞察力・判断力・ 分析力 

など ) を培 い ，イメージを 育む。 

(9) 読書生活の基礎を 養 うと 共に ， 本の扱 い 方 

を通して物を 大切にする意識や 態度が育っ。 

3  読み聞かせの 意義 

絵本の特性を 生かすには，読み 聞かせに よ る実践 

が必要であ る」児童文学者であ る松居 直 (1989) は ， 

「絵本は子どもに 読ませる木ではなく ，おとなが子 

どもに読んであ げる木です」「絵本はまず 字を読む 

本ではなく，絵を 読む本です」「子どもは 絵を読み ， 

大人が文を読んであ げるとき，絵本はその 全体の姿 

を子どもの頭の 中にはっきりと 描き出します ，これ 

が最高の絵本の 与え方，生かし 方です」と述べてい 

る 。 そして，読み 聞かせとは読み 手が言葉に込めた 

愛情を ， 子どもが受け 取る「愛の体験」であ ると述 

べている，大人が 絵本を読んであ げることは， 子ど 

もの精神的，知的成長にとってもとても 大切なこと 

であ る，読み手の 絵本に対する 理解 や ，共感が深け 

れば深いほど ，聞き手 ( 子ども ) は絵本の中へ 深く 

入り込めるしその 体験は豊かな 物になる」特に 集 

団において読み 聞かせる際、 次の様な点に 配慮する。 

い ) 集団へ読み聞かせるときの 配慮 

絵本は 1 対 1 、 もしくは少人数の 子で絵をじ 

づ くり見せながら 楽しみたいが ，幼稚園におい 

ては集団への 読み聞かせが 多くなる。 その際 ， 

次の様な点を 考慮する。 
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① 1 対 1 の時より少しやさしい 本を選ぶ・ - 

② ぅ しろのⅠまで 見える大きさの 絵の本を 

選ぶ・ 

③季節や行事にあ った本を選ぶ「 

④ 絵 と文のバランスを 考えて選ぶ ， 

(2) 絵本を選ぶめやす 

絵本を選ぶめやすは ，絵本に描かれた 世界に 

自然に入り込むことができ。 存分に楽しめる 絵 

本 ，読み終えた 後に深い感動を 残し子どもの 

心を豊がに育んでくれる 絵本，そのような 絵本 

と 多く出会える 為にも，絵本選びは 重要であ る， ， ・ 

絵本を選ぶ際の ホ イントとしで 次のような事が 

考えられる， 

 
 

①スト一リーやテーマかわかりやずいか ? 

②スト一リーが 機知に富み，おもしろいか ? 

③リズムがあ る美しい日本語 か ? 

④繰り返しがうまくいかされているか 9 

9 生き生きとした 魅力あ る絵か ? 

⑥絵を追 う だけでスト一リーがわかるか ? 

⑦スト一リーと 絵が調和しているか ? 

⑧子どもに理解でき ，共感を呼ぶようにかか 

れているか ? 

⑨不作りの細部まで 丁寧 か ? 

(3) 読み聞かせまでの 準備 

    史 ‥五皿 兄 立方立大切 L. 
表紙や見返しの 絵や色づか い も ， 様々な工夫 

と 作者の意図が 込められている ，作者の意図を 

受け止め表紙や 裏 表紙まで丁寧に 伝えることが 

できるようにする ， 

1 ◆本の各部の 名称   
  のど ⅡⅩ 口     

  
  
  

  Ⅰ 背  
 

力
 。
ハ
ー
の
 

 
 

後
ろ
 袖
 

 
 

  

②．… 力 ; な丘ず 下読みをす る ・… 
本番前にかならず 声に出して読んでおく ， 

本番の時と同じように ，聞き手に見せる よう に 

本を持って ， ぺ ー ジをめくりながら 読む練習を 

する。 

    亜 " 閾且 、 ． だ曲互 2% 玉 おく     

開きぐ せ がついていない 新しい本は ， 読み聞 

かせをするために 開いて持ったとき ，のどの部 

分 が膨らんでしまい ，子どもたちに 絵がよく 見 

えなくなったり ，読み手にも 持ちにくい 為，あ 

らかじめ開き 癖をつけておく - 

    -. ◆本をいためずに ，開きぐ せ をつける方法                   

 
 

 
 

1 . 片方の表紙を 机の上に開 
き ．閉じの部分を 人差し指 
と 中指ではしからはしまで 
L. つ /U ュり 押して t 、 く 

 
 

3. べ一ジの 部分をはしか 
ら 交互に数ぺ ー ジずつと 

って ， と じを押さえるこ 

とを繰り返す - 

  
  

    
  
  
  
  
  
  

， 2 , 反対側の表紙も     

同じようにする         

 
  
 

  

( 松岡草子 著 [ えほんの せ かいこどもの せ かい ] より           

  

(4) 読み聞かせの 留意点、 

[ 絵本の持ち方 ) 

①絵本は， しっかり (]80 度 ) 開く ， 

②左手または 右手で絵本の 下部の中心を 持つ「 

③絵本を持つ 手は，ひじをまげて ，脇腹 につけ 

ると，安定してささえやすい ， 

④絵本は ， 読み手のからだ よ り少し前に出し 

心持ち前に倒す ， 出し過ぎ ， 倒しすぎは ，読 

ガひ 
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[ 絵本のめくりかた ] 切にしながらゆっくりと ，見返し裏 表紙を閉 

①絵本をもっている 手の人差し指でぺ ー ジ な浮 じて読み聞かせを 終わる，終わった 後には、 感 

かせ，めくりやすくする。 

②あ いている手で ，絵本の下部をめくる「 

③手が画面にかからがいようにする。 

④めくるタイミングが 大切。 あ せって早くなっ 

たり，遅れてもたもたしないように 練習してお 

< 

    

想、 を 聞いたり教訓めかたことは 言わない方が 望 

ましい。 

5  発達に応じた 指導計画作成 

幼稚園教育要領では ，幼児が自ら 周囲の環境と 

かかわり，活動を 展開する充実感を 十分に味わい ， 

発達に必要な 体験を重ねていくようにすることが 

大切であ ると述べられている ，幼児期にふさわし 

い生活が展開され ，適切な援助が 行われるよ う指 

導 計画を作成し ，幼児の活動に 沿った柔軟な 指導 

を行わなければならない。 
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 幼児の発達に 即した適切な 絵本や物語に 出会 

わせて い く上で指導計画は 大切であ る， 今回は 

特に、 4 歳児から 5 歳児へとっかけて 行くことを 

い 読み方だと， とたんに子どもの 集中力はな 

くなる。 一番遠くの聞き 手にも聞こえるよ う 

に， しっかりと通る 声で ， 心を込めて読む。 

晦絵 をじっくり見せ 子ども自身に 発見させよ り 

絵本の絵は，言葉と 同じくらい多くを 語っ 

ている。 絵をよく見ながら 心ゆくまで楽しめ 

るようにする ，聞き手は絵を 見てお話の展開 

を予想し， 自分で発見することで 読み聞かせ 

を積極的に楽しめる。 「間」を大切にする」 

③本に書かれた 言葉を大切に 

読み聞かせは 耳からの読書であ る。 読み手 

が勝手に本の 中のことはを 変えたり ょ けいな 

ことはを加えることは 望ましくな い，ホ の中 

のことはを大切にする。 

め 作者・画家名もきちんと 伝える コ 

読み聞かせをする 時に，作者や 画家の名前 

を紹介する習慣をつけていると ，回を重ねる 

う ちに，作者や 画家に関心を 持ち始める。 ⑥ 子どもの反応をキャッチしながら 読む D 
読み手が読むだけの 一方通行ではなく ，聞 

き手の表情やっぶやき 捉え， タイミング よ く 

「 間 」を取りながら 読み進める。 

⑥余韻を大切に 

最後のぺ ー ジを読み終えたあ とも，余韻を 大 

  5 . 

考慮に入れ、 季節や行事に 応じた絵本の 指導計画 

と、 一人一人の発達や 興味関心に応じた 絵本を手 

渡して い くことができるような、 絵本リストの 作 

成 に取り組んだ ， 

4  絵本の教材化・ 教具の工夫 

これまで， 日々の保育の 中に絵本の読み 聞かせ 

を取り入れてきたが ，より積極的に 生活や遊 び の 

中に取り入れることにより ，絵本への親しみが 増 

すのではないかと 考える・ 

物語から受けた 感動を，自分なりの 方法で表現 

する、 例えば「ごっこ 遊 び 」「絵を描く」「制作」 

「歌 う 」「踊る」「走る」など ，少し視点を 変え 

てみると絵本からいろんな 世界が広がっていくと 

うに思う「そうすることにより 絵本の楽しさはも 

つ と広がるのではないだろうか ，またそれは、 一 

緒 に遊びを楽しむ 仲間がかるという 集団ならでは 

の絵本の楽しみ 方でもあ り、 集団で読み聞かせを 

行 う 大きな意義でもあ る。 

今回は指導計画を 踏まえ   

      (1) 絵本から折り 紙遊び紙芝居作りへ       

.(2)     絵本で得た間接体験を   直接体験         : 
2 つの実践で教材や 教具の工夫を 試みた。 
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絵 本 名 
  あ やちゃんのうまれたひ 
  あ さえとちいさいいもうと 

      ティッ 14 ひきのめさごはん チ 
  からすのばんやさん 
  いもうとのにゆういん 

  きょ ぅ はなんのひ 
  う さこちやんのたんじよう ぴ 
  こぐまのくまくん 
  ちび ごりら のちびちび 
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  いつまでもすきでいてくれる   
  たたが -  た 

    わ ずっとずっとだいすきだよ すらないおくりもの 
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  く まよ 
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  おしいれのほうけん 
    エ ルマ一のほうけん 
  じごくのそうべえ 

  かいじゅうたちのいるところ 
  おばあ さんのスフー ン 
  こぐまのほうけん 
  さかなはさかな 
・だるまちゃんとかみなり ち やん 
  もりへ 
  またもりへ 

  わたしと め そんで 
  とんことり 
  りょうくん 
  ま っくろ 杓 」 / 
    クレリア 

  しんせ つ なともだち 

    「 しろいうさぎとくらい 00 万回いきたねこ う さ ざ 
  どうながのプレッツェル 

  ね ．ぼくのともだちになって 
  どんなにきみがすきだかあ ててごらん 

  ともだちくるかな 
  あ したもともだち 
  おおき い トンとちいさい ポ ン 
  アフリカの ふ く（《 
  しっぱりしっぽ い ぷくぷく 
  た 、 のと だ 
  かはのかだちあ いうえ お 
  ガチャガチャドンドン 
  もこもこもこ 

  ベ ーコンわすれちゃだめよ ! 
  これはのみのびこ 
  ことはのあ い うえ お 
  なにしてるなにしてる 

  、 ジョンバーニンガムのはわたいことは 

  いまなんじ 

  さるるるる 
  さよならさんかく 
  10 までかぞえられるこや き 
  あ かたろ う の「 23 の 456   
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  おに ムーチー 鎌田 佐 争子 / 大酒宗弘 
  か ばまだら 佐久 本桓子 / 町田妙子 
  かえるのっ な ひき 緩間 比呂志 
  お う のやまのみみず じ やはなひでこ 
  ねずみのハーリー 億間 比呂志 
  エ ー・ エ 一 鎌田佳孝子 /  貴子 
  きつねのよめいり 松谷みよこ・ 瀬川康夫 
  ももたろ う 松居直 / 赤羽末吉 
  き きみみずきん こ わせたまみ / 馬場のほ ろ 
  こぶとりじいさん 大川悦生 / 大田耕士 
  かさじ ぞ う 瀬田真二 / 赤羽末吉 

西本 % 分 / 荻野和好   
    ちからたろ ねずみのすも う う 大川悦生 / 梅田俊 
  はなさかじいさん 鶴見正夫 / 田ホ宗太 
  お ほ のよめさん 岸 なみ 
  +r: 支ものがたり 岩崎京子 
  やま 々 ぱ のにしき 松谷みよこ・ 瀬川床 ま 
  だいくと ね に ちく 松居 直 / 赤羽末吉 
  いっ す んぼうし 関 敬吾 
  え すがたあ れさま 大川悦生 / 梅田俊 

6 サ - 8   



Ⅶ 保育実践 

] . 検証保育 (] ) 

繰り返しの言葉のリズムが 楽しく，何に 変身する 

のだろうとイメージをふくらませながら 楽しく見る 
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ことができる ， 

(2) 取り上げた理由 

作 ひぐちみちこ 

出版 こくま 社 

「おりかみ ひ ちま い はんぶ 

ら ? 」と半分に折っ 

た 折り紙がいろいろな 物に変身 

していく」 四角におった 折り紙 

は 「おう ち のドア」や「はたけ」」その 中から「こ 

んにらは」と 動物たちやにんじんだいこんがでてく 

る 「姉角におった 折り紙 元 ， 、 も は・・・， 四角・長 

四角・ 三 角という基本折りで 動物や木など ，いろん 

な物に折り紙が 変身していく」 

①作ったり描いたりする 活動が充実して 来るこ 

の時期に取り 上げることで ，子どもたちの「作 

ってみたい」という 意欲が高まり ， この絵本に 

対しての親しみもより 増すのではないだろう ヵ J 、 

②繰り返しのリズムがここちよく ，やさしい言 

葉でイメージをふくらませていくことが 出来る 

ので，子どもたちの 中に言葉がスムーズに 入っ 

ていくよさに 思える， 

また「こんにちは」「こんばんは」「おはよ 

      などのことばを 楽しむことが 出来る ， 

(3) 活動の展開 
          莱芋 " ど " も " め姿                       

来 活動の流れ   ， "       示教師の援助と   思いⅠ 
  

11/25  ( 月 )   タ   絵本を読み聞   尤 J 、 せする中で，     4   歳の子どもたちは ，「半分におる」という 言葉が   ぅま         
「おりがみ け ち ま ; く イメージされていないような 印象を受けた ，実際に折ることでよりイメージが ね       

い 」の絵本を読み ; くのではないがと 思 う ，また，絵本の 絵が一場面に 2 つの絵が描かれている。 -- 画         
    

聞かせる． 、       面 にひとつの絵のほうがよりイメージをふくらませることが 出来るように 思った。       
    

  
      また，この絵本より「一緒に 作って遊ぼ ぅよ ! 」というメッセージが 聞こえてくる       
    

      絵本であ る。 そこで，読み 聞かせながら ，実際に折り 紙を半分に折れるよ う に ，       

        ということと 一画面構成の 絵と考えたところ ，紙芝居にする 事によって，そのねら       
11/27  は 尺 )       

  

紙芝居に作りか ; ， いが達成できるのではないかと 考え，紙芝居に 作りかえることにした ，     

えた 「おりがみ       

いちまい」を 読 
          ・「本当に先生が 作った                       画面に張られたいちま い のおりがみ         

み 聞かせる                 の ? 」実際に画面を 手で触             ; を，実際にはんぶんにおりながら 話を進       

( 写真 1)           ってみて，「本当だ ， 作っ                       める中で ， 子どもたちはイメージが 持ち       

写真 1 手作り紙芝居           てあ る ! 先生すごい」「 Yl  @ やすく，また ，一画面構成にすることで ，         
  

  

    

  

      い て，言葉を発しながら 読                       とで，子どもたちの 興味を引きつけ 意欲       

  
      

            み 聞かせを楽しんで かた 「                       を引き出すことを 感じる，       

咬ア 
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i.     折り紙   め   折り方の表示をみながら   一生                 ，折り紙で ， いろいろ折れるよ う にな、     

          懸命折っている。 折り方の表示は ，子ど             ; っ たら，紙芝居作りに 挑戦 !           

          もだちの間ではい つ の間にか T 説明書』                 ]. 自分の作りたい 画面を考える                   

          になっていて ，     ・                   と                               2. 紙芝居作り開始 
  
        

          ながらお互いにまわしあ い楽しんで作っ                 3, 出来上がった 紙芝居で遊 はぅ               
        ケいキ         

写真 3  紙芝居つくり 開始     

写真 4  ドンクリの ゐ まつり 

ドンバリさんに 目もかこ う ! 

足もかこう ! 

みんなでおまつりに ，いきま 

した。 K 子仲 
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        ア の場面を完成 -  翌日，「先生， K 子 ，今日はドンバリ 作る」と 

          ドンバリの画面に 取り組む - 最初は 2 ～ 3 個のドンバリで 終わろ 

          う としていたのだが ，しばらく，画面を 見ていて「先生・ K 子こ 

        こにも．ここにもドンバリ 作る」とドンドン 作り出す」作って 張 

          -5<@@,  a@@@Ah.,  r@K>@UtC@?a::@J 

            と 足を書き入れている ，とても，楽しい 場面が出来上がる。 一つ 

        の場面の中でイメージを 一杯に膨らませて 遊んで い る様子が伝わ 
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      一人言，「みんなでお " りに行きました・・ ， ・盛り上がろう   

        ・盛り上がろ つ " " ・ l 日分でお話を 作り ， 楽しんで い た       

( 写真 4)   
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写真 6  みんなあ そぼ ぅ ! 

写真 5 秋の ホ ・冬の ホ， 夏の木 

秋の木は‥・ 赤い折り紐 
夏の木は‥， 黄 緑 
冬の木は‥・ 
え一 と、 え一と 
白い色だよ @  (T 勇作 ) 

 
 
 
 

 
 
と
 
カ
  
 

  

A 子の様子 

          畑の画面と， ドアから動物が 出てくる場面を 作り ，           

          にんじんの折り 紙を動物の画面に 貼り付け「にんじ           

          んさん，動物たちに 会いに来た」と 自分なりにお 話           

        を 作り，イメージを 膨らませている   ， ( 写真 7)         

  
  

  
        

きた ょ 。 たんにち れ 」って「 (A 千件 ) 
(3) 実践の考察 

・子どもたらの 興味や実態に 合わせ，絵本を 紙芝居へと作り 尤，、 えることで，ますますその 絵本の楽しさを 味 

わい，作ってみたいという 気持ちが高まっていった - 

・子どもたちの 作りたいという 思いをかなえる 為 ，折り方の表示を 作ることで意欲をもって 取り組んでいた。 

田川 に片 じ 絵本を繰り返し 読み聞かせていくことで ，話の内容を 覚え ， 次への予想を 持ち，イメージを 膨らませ 

ながら読み聞かせを 楽しんでいた。 また，日々の 生活の中でも「折り 紙いちま い はんぶんにおったら」と 

絵本の言葉を 楽しむ様子が 見られた， 

・実際に，自分で 紙芝居作りに 取り組む中で ，既成のお話が 自分なりのオリジナルなお 話へと変化していき 

子どもたちなりのイメージの 広がりや膨らみが 見られた， 

l l 栃
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2. 検証保育 (2) 

一 絵本の間接体験を 直接体験 へ 一 

日時 平成 14 年 12 月 24 日 ( 火 ) 9:00 一 11:30 

場所 浦添市立神 森 幼稚園 ぅ さぎ 組 

男ム巳 7 才， 女り巳 9 名 言 十 1 6 名 

授業者 平山 埋伏葉 

(1 ) 主題名 
木 ッ トケーキハ 一 ティー 

(2) 取り上げた絵本 

しろくまちゃんの ホ / トケーキ 

わかやまけん 作 こぐま 社 出版 

(3) 主題設定の理由 

[4 歳児の発達の 特性 ] 
4 歳 び ) 発達の特徴として ， 自分の目で見て 確か 

める，手で触る．食べてみる ，聞いてみる ，話し 

てみる， 作ってみる， など実際に経験することに 

よって、 あ れこれと考えることが 出来る具体的直 

接的時期といわれている また，言語能力が 急速 

に発達する時期でもあ り，その言語能力は 単に伝 

達の手段としての 発達ばかりでなく ，思考の発達 

にも大きな変化をもたらし 4 歳児の世界を 大き 

く広げていくといわれている。 

以上のようなことからも ，具体的直接的な 経験 

が 4 歳児にとって ，思考力や判断力，そして 豊か 

な表現力を育む 上で大切であ ると考える 

リ ラスの子どもの 姿 ] 

好奇心一杯で「自分でやる」と 何でも自分の 力 

でやってみようとする ，そのような 子どもの姿 か 

ら， 何かを伝えるとき ，詳しく丁寧に ，そしてゆ 

っくり時間をかけて 関わることを 保育の中で大切 

にしてきた 

読み聞かせにおいても ， 一 学期より，繰り 返し 

読み聞かせるということを ん ・がけてきた 子ども 

たちは．興味を 持った本は飽きることなく ，繰り 

返し読んでもら ぅ ことを喜ぶ「その 中でいつの間 

にか話を覚え、 教師が話山中で 言葉を少しでも 間 

違えると， 「先生 - ちかぅ 」としっかり 指摘してく 

る ・ そ ㏄ことからも ，繰り返し丁寧に 与えること 

[ 題材として取り 上げた理由 ] 

上記のような 4 歳児の発達の 特性を踏まえ 

回 「しろくまちやんのホットケーキ」を 題材 

て 取り上げた，絵本で 経験した「おもしろい」 

のし い 」 「ほしとかな」 「やってみたいな」 

  今
し
た
い
 

 
 

と
 

と
 

 
 

ぅ ような子どもたちの 様々な感，清を ，実際にホッ 

トケーキを焼くということで ，①ホットケーキを 

食べるうれしさ ②ホットケーキが 出来る過程 へ 

の 興味 ③自分で作るということの 魅力を体験す 

る。 そのことにより ，絵本で楽しんだイメージが 

より深まり， さらに絵本の 中に出てきた 言葉を実 

際に昔やかおりなど 五感を通した 実体験と結びつ 

けて楽しむことで ， 言葉に対する 感 見 もより育む 

ことが出来るのではないかと 考える - 

今回は特に ホソ トケーキが焼き 上がっていく 場 

面 に焦点をあ て，実際にホットケーキを 焼きなが 

ら子どもたちの 口から自然にその 場面の言葉小出 

てくることを 願い ， 繰り返し読みや ，焼き上がっ 

ていく場面をカード 形式にするなどの 工夫を行 

い，言葉か子どもたちの 中に定着して 行くような 

援助を心がけてきた - 言葉を楽しむということは ， 

豊かなイメージを 膨らませることになり。 絵本の 

楽しみを広げることになると 考える - 

このように絵本の 間接体験を直接体験へと 結 ひ 

つけていくごとや ， 遊 ぴに取り入れ ，ていくことが ， 

絵本への親しみをより 深めていくのではないかと 

考え本題材を 取り上げた 

(4) 授業仮説 

① 絵本を通して 経験した間接体験を 直接体験す 

ことで言葉に 封 ずる感覚が育まれ ，イメージが 

豊かになり   さらに，絵本に 対する親しみが 深 

まるであ ろう   

② 教典を工夫することにより ，お話への興味を 

高め楽しさを 味わうであ ろう - 

づ ガ -  12  - 



(5) 検証保育 ( 本時 ) までの取り組み 

活動の流れ   

1 2 月 1 6 日 ( 月 ) 

0  「しろくまちやん 

のホットケーキ」 

を読み聞かせる - 

1 2 月 1 8 日 ( 水 ) 

0  「しろくまちやん 

のホットケーキ」 

を絵本とカードに 

した場面とを 使っ 

て読み聞かせる。 

0 カードを並べて 

遊ぶ「 

・順番をしる 

・言葉を楽しむ 

1 2 月 1 9 日 ( 木 ) 

0 カードで遊ぼ ぅ 

  焼ける順番が 分か 

るかな 

  ，言葉で表現できる 

かな 

  

/lf Ⅰ ハ 

"¥/ ア 「みんなで ，づ く る ，， " ， ㌦ 
と 投げかけてみる 「 づ くりた 

「おかしそ う 」 「たべたい」   
立ってきて， ホットケーキの 
へ一 ィ をする事を話し 合う     

、 ン をなめている 

グ 前回の読み聞か 廿の反省 よ り・ 
ボットケーキが 焼けていく場面は - 画⑥ 
面 構成の方がよい     

その理由として ノつ目 た l 読ゐ 
①イメージがより 膨らみ，次の 場面 聞かせ場面では ， 前回 
を 想、 像しながら楽しんで 観る事か 出 以上に集中し ， 焼き上 

来る     げる過程の言葉に 興味 

②言葉笘の興味もより 高まる をもち， 次の画面の言 

以上のような 考えのもと， 一場面 葉 はなんだったかなと 

を 1 2 枚のカードへと 作りかえる 考え ， 「ぶっぶっ」 「 く 

絵本の読み聞かせをし ， ホット ケ ん くん」 などと言葉を 

一キが 焼けていく場面はカードを 用 発し ， 楽しみながら   ぜていた。 

読み聞か廿で 使っ ゆ """ く   興味を持った 子応 
た カードを ， 子ども 遊び出す， 絵本を持ってきて ， 
の目にっきやすい 位 焼き上かっていく 順番通りに 並 

直 に貼っておく - べる 順番道理に並ぶと「先生， 
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2 月 2 0 日 ( 

カードで遊ぼ  
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Ⅴホットケーキの 焼けていく 様 

分けられることに 気づき， 色 

並べている，絵をしっかり 見 

どもならではの 気 づきであ る @ 
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(6) 検証保育指導案 

日時 平成 1 4 年 1 2 月 2 4 日 ( 火 )  9 : 0 0 ～ 1 1 : 3 0 

対 象 うさぎ 組 U4 歳月 )  男児 7 ネ ， 女児 9 名 計 1 6 名 r  主 題 ホットケーキバーティー 

ねらい 0 友達と一緒にホットケーキづくりを 楽しむ     

0 絵本に描かれたお 話や言葉のイメージを 膨らませる」 

  何でも自分の 力 でやってみようとする 

子 ・絵本やお話を 聞くことは好きで ，読み聞かせは 集中して聞く ， しかし時間が 長くなると 寝そ 

ど べったりする 子もいる   

6  . 2 人 程 文字をスラスラ 読めるため，読み 閉ズ 1 、 せの 際 ， 絵 よりも文を読むことに 興味を持って い 

の る 子かいる   

姿 ・まだまだ自己中心的な 面が強 い 子が多いが，その 中でも友達をいたわる 気持ちで，思いやりな 

どは。 しっかりと持っている」 

  
    

時 間 生活の流れ         教師の援助 昔 環境構成 評価の視点 
    

    

よに 0 登 園         一人ひとりを 笑顔でむかえる ， 
  

・あ いさつをする ， ;   

・所持品の始末， ; 廿 活動の流れがスムーズに 進むよう，読み 聞かせのコーナーと 調理 コ一 
  

・排泄をすませる -        々 一 を設ける 
  
  

0 朝の会     

アひ -  Ⅰ 4  - 



もれ j 

9:00 

9: Ⅰ 5 

・出席の確認、     
  

・今日の日程の 確認 ; Ⅰ活動中の約束を 再確認する 
  ホ ブ @ プレート 

; ①手洗いを行 い 清潔にず る 

; ②調理器具などを 使 う ので走り   ・Ⅰ み Ⅰかせ         
    

        らない， 
  

; ③ホットプレートは 高温なので 
  

0 読み聞かせ         さわらない， 

「しろくまちやんの         (2 台のボットプレートには 教 

  

  
  

ホットケーキ」       師がっ き 安全に留意する ) 
  

      Ⅰ絵本の読み 聞かせを行い ，ホットケーキを 作る手順を確認する。 
        
  

0 ホットケーキ   ・イメージを 膨らませながら ，読み聞かせを 楽しんで聞いていたか。 

作り開始 
  
  
  

①たまごをわる。       昔 グループに用具や 材料を準備する。 (4 グループ ) 
  

②牛乳を入れる。         

    
  
    

③かき混ぜる。       用具ボール 4 個・あ わたて 器 4 本・フライ返し 4 本・ 
        が た ま 4 本・フキン 4 枚，ホットプレート 2 台 
  

④粉を入れる。       材料 卵 4 個・牛乳 ( 小 ) 4 バツ ク ・ホットケーキミックス 1 袋 
      
  

      ヮ グループで役割を 分担しながら 作業を進めているか 見守る。 

⑤まぜる。 
  

        牛乳や粉，卵を 割るという手順は ，なるべく子どもたちに 経験させる。 
  

; ヮ 多少失敗しても ，子ども同モ で 助け合いながら 取り組めるように 見守 
    
          庁 絵本の中に描かれている 作り方の手順などを 思い出し楽しみ と れ 
  がら取り組んでいたか。 
  

⑥生地が出来上がっ ; . 子どもたち同士で 助け合いながら 取り組んでいるか。 
  

た 順に焼く     ( ボールを押さえあ ったりするなど ) 
    

        生地が出来上がったバループから 順番に焼くよ う 知らせる。 自分の 
  

⑦焼き上がった 子は ;  分は自分で焼くことが 出来るよ う 見守りながら 安全に気をつけ ，取り 
  

自分の皿にホット ; 組ませる。 

ケーキを入れる。 :w 焼き上がるのを 待ちながら，絵本の 中に出てきた 焼ける様子を ，にお ⑧準備が出来た 子は ・言葉で追体験し   いや ， 昔 ，イメージを 膨らませることが 出来る ょ いノ @ 
座って待つ。 ;  教師も意図的に 絵本の中の言葉を 使 う よ う 心がける」 

0 おやっの準備         ヮ 「ホットケーキの 声きこえるかな 9 」と投げかけ 子どもたちの 言葉を 
  

・他の子が焼き 上が ;  引き出す。 

るまで座って きつ ; 昔 12 枚のカードは 子どもたちの 目につきやすいところにはっておく。 
  

        ・ホットケーキが 焼き上がっていく 過程で、 絵本の中の言葉が 、 
  

      子どもたちの 中から自然に 出てくるか。 
  

      ヮ 焼き上がった 子はバループで 座って待つよ う 声をかける， 

-  15  - 刀 



10:     0 

10:   0 

10:     0 

10:   5 

Ⅰ 1:00 

0 おやっ 

0 片づけ 

・歯磨き 

0 集まる 

    ( グループ 名 ・   ・ひよ こ ・ハリケン 、 シ ヤー・ り ゆ うき ・ドレミ ) 
  

; ヮ みんなで楽しくおやっタイムが 出来るよ う， お客さんも各テーブル 

        に 入ってもらう。 

; ヮ一緒におやつを 楽しみながら ， 子どもたらの 話に耳を傾ける - 
  

        グループの仲間と カ を合わせて片づけ か 出来るよ う声 かけをする 
  

; 女 よご ね たお皿を入れるための ，かごを準備しておく 
  

        今日の活動について 子どもたちの 感想を聞いてみる 
  

  グループで座る ; . ホットケーキの 声が聞こえてきたかな。 ? どんな 声か 聞こえてきた ? 
  

  

・先生の出し 物       ・蒔絵 凧 にした手作りのお 話教材を使って 演じる」 
  

( 巻き巻きシアタ 一 ) : ・手作りの教材を 活用することで、 興味を持ち楽しんで・お 話を 
  

「サンタ さ /" かもら ;  聞いているか " 

っだ プレゼント」         
  

(7) 不時の評価 

①グルーブの 友達と カ を合わせ，楽しみながら 取り組むことができたが 

②絵本での体験を。 追体験しながら ，言葉を楽しみイメージを 膨らませ 

ていたか 

(8) 授業仮説の結果と 考察 

昔 授業仮説①の 検証 

ニノ 1 Ⅰ " Ⅰイイノ ノノ r"I"I"J"J"7 円ⅠⅠⅠ " 「 
  絵本を通して 経験した間接体験を 直接体験することで 言 1 

  葉 に対する感覚が 育まれ，イメージが 豊ヵ 、 になり，さら ! 
  

    
( 結 果 ) 

・実際にホットケーキの 生地を作る場面において ，絵本で経験した 手順 
* たま こ じようずにわれたよ     

( 卵を割って，牛乳を 入れて，よくかき 混ぜ、 粉を入れる ) をしっかり 

覚えて い て，グループの 友達同士で力を 合わせ，取り 組んでいた，                                     Ⅰ - 品玉， 下衣 ミ 
・ポットケーキを 焼く場面においては ，「 ぼ たん・ぶつぶつぶつ・ やけ 

たがな・ まあ だまだ」など 絵本の言葉を 楽しみながらホットケーキ 

が 焼けていく様子を 興味深く見ていた   ， 

( 考 察 ) 

・絵本を繰り 返し読み聞がせしたことで ，絵本の内容や 言葉を覚え クラ 

ス 全員が共通のイメージをもって 活動に取り組んでいったと 思われる     

，ホットケーキを 焼くという体験を 絵本の経験と 結びつける事で 言葉を 

楽しんだり，次はこうなるのかなと ，イメージを 膨らませより 楽し 

  

く 活動することができたと 考える     

ん
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昔 授業仮説②の 検証 

Ⅰ "1"I"I"I"I"I"J"I"1" （ " 「 " 「 " 「 "I"J" 「 "1"] Ⅰ 
t  教具を工夫することにより ，お話への興味を 高 ; 

      
" J " 「 " J"J" 「 " J " I " I "I "I "J" I "I "I" I "I "J " 「 ， ・． 

( 結 果 ) 

・絵本の一場面を ，カード形式に 作りかえ，読み 開かせ 

とにより， カードをあ そびに取り入れ ， その中で - しし 

む 姿が見られた、 

・カードを持ってきて ，実際にホットケーキが 焼けて、 

  に 活用するこ 

ばを覚 え柴 し 

) く 様子と照ら 

し 合わせ 言葉や ， 焼ける過程を 楽しんでいた。 

・手作りの教具を 使って ， お話を語ることで ，子どもたちは 興味をも 

ち 楽しんで聞いていた   ，「もっとみたい ! 」「も う 一回やって」とい 

ぅ 子どもの声が 聞こえた         

( 考 察 ) 

・カードをつくるという 教具の工夫をする 事で，言葉への 関心が増し 

その絵本に対する 子どもの興味が 高まった。 

・子どもの発達や 実態に応じて ，教材や教具を 工夫することにより ， 

絵本やお話への 興味関心が高まり 楽しく活動できた。       

ノ
 

Ⅰ
Ⅰ
  
 

 
 

 
  
 

(9) 授 

0 なる， 

という 

多々あ 

ーズに 

子ども 

た。 向 

けたと 

圭の反省 

くく 子どもたちができることは ， 自分たちの 力 でやっていく 

事を大切に，保育に 取り組んだ。 アクシデントやトラブルも 

る だろうと予想していたが ，思ったほどトラブルもなく スム 

活動を進めることができた。 多少の アク ジデントがあ っても， 

たち同士で素早く 対応し助け合う 姿に感動する 場面もあ っ 

じ 絵本の世界を 全員が経験したことで ，共通のイメージが 描 

いうことが楽しく 活動を進めることができた 大きな要因な ク 

ば
ズ
 

 
 
づ
三
 

を
ァ
 

問
る
 

発
あ
 

 
 ど

の
 

ま
幸
 

 
 
 
 
 
 
め
 
4
 

 
 
出
た
 

き
え
 

「
 引
考
 

 
 考
言
か
 

と
の
う
 

か
ち
ろ
 

い
た
だ
 

な
も
の
 

は
ど
い
 

で
子
よ
 

O
 

ノ
 

Ⅰ
 

ⅠⅠ 一ソ 

  

  

    Ⅰホットケーキの 声が南さ 
え てきた ! 
ざっ ぶつ ぷ つって 

  

ム の世界を楽しむということを 考慮に入れ「ホットケーキの 声が聞 

こえるかな 9 」「どんな声が 聞こえてきた ? 」と投げかてみた」 

すると，耳をすませて ， ホットケーキの 声を聞き取ろ う とする姿 

や W も う やけた コ っていっているよ ! 」 丁 ぶつぶつぶつ 凹 って聞こ 

えた」と ， 子どもたちの 声がかえってきた ，教師がどういう 発問を 

するかで，子どもたちの 興味やイメージの 膨らみ，そして 表現も変 

わってくるよ う に 朋、 う あ らためて教師自身の 言葉かけの大切さを 

痛感した」 
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Ⅶ 研究の考察 

1, 作業仮説の検証 

(1) 作業仮説 1 の検証 

亡 "1 ヮ Ⅰ リ "1"1" （ " フ "J"I"1 Ⅰ "1"I"1" Ⅰ 
; 子どもの興味関心に 応じた絵本を 精選し読 1 

  

    
笘フ / Ⅰ フ / ⅠイノフⅠⅠ フ / ⅠⅠ / フノファ 1 ノアⅠ / Ⅰ イ / ⅠⅠ / Ⅰ ヰ Ⅰ 1 ク / Ⅰ フ / Ⅰ イ / Ⅰ サ 

( 結 果 ) 

検証保育 (1) の実践より 

0 子どもたちの 発達を考慮に 入れ，教師なりの 願い 

をもち読み聞かせることで ，紙芝居作りへと 発展 

していった，その 中で自分なりのイメージを 膨ら 

ませながら紙芝居の 場面を作ったり ，お話を作っ 

て 楽しんでいる 姿が見られた。 

検証保育 (2) の実践より 

0 絵本で経験したホットケーキを 焼くという事を ， 

実際に体験する 中で絵本の中に 出てくる言葉を 楽 

しんだり，次はこうなるのかなと 予想、 し イメー 

、 ジを 膨らまぜ楽しく 活動することができた。 

      家庭より       

 
 
こ
 
一
し
一
 

ち
 
・
 

 
 
 
     ホットケーキの 本を読んでちらい 自分で作っ   

たことを楽しそうに 話してくれます。 [ おおき 
  …   …・・ - . . , …，……，…，…………・・ ，………・ 

なか 75iD の話も好きな 様子で何度も 話します   

科学フックが 好きで全部借り 終えたので 次は   

口 ノンタンシリーズ 刀を全部読みにいといって   

います。   
  

・絵本のことになると 目をキラキラさせて・       

絵本貸し出しの 毎週金曜日を 楽しみに帰ってき   

ます。 ( 毎日借りられたらいいのにな・     )   

0 園で経験じたホットケーキ 作りを家庭において 

も 楽しんでいる 様子や，絵本に 親しんでいる 様子 

が 見られる       

0 繰り返し絵本を 読み聞かせしたことで : 絵本の内 

容や言葉を覚え ， クラス全員が 共通のイメージを 

もって活動に 取り組んでいた - 

( 考 察 ) 

0 子どもの発達や 興味関心を捉えて 絵本の読み聞 

かせをする事で。 子どもたちの 意欲や関心が 刺 

激され，絵本幻世界か ，紙芝居作りやホット ケ 

一ギ 作りへと発展していった ， 

その中で，イメージの 膨らみや言葉を 楽しむ様 

子が見られたこのことは ，言葉への感覚が 育ま 

オし ，絵本への親しみがより 増 リヒ と 考える， 

また，一緒に 活動を楽しむ 仲間の存在が ，より 

楽しく活動を 行 う 上でほ ノ 、 要不可欠であ る」 そ 

れは，集団を 育てるという 面でも大切であ ると 

考える @ 同じ絵本の世界を 全員が経験じたこと 

で，共通のイメージをもって : 遊び ， 楽しみ、 

満足する，その 中で集団の育ちや 豊かな七ズ Z@; 育 

まれていくのではないかと 考える     

(2) 作業仮説 2 の考察 

圧 " イ " Ⅰ " ヲ " Ⅰ " フ " Ⅰ " Ⅰ " イ " Ⅰ " Ⅰ " イ " Ⅰ " フ " 仮 " ト " イ "   

1 教材や教具の 工夫を行 う ことで，より 絵本に親 ヰ 
  

  

( 結 果 ) 

検証保育 (1) (2) の実践より 

・子どもたちの 興味や実態に 合わせ，絵本を 紙芝 

居へ作りかえる」あ るいは絵本の 場面をカード 

へと作りかえるなどの 工夫を行ない 同じ絵本を 

繰り返し読み 聞かせていった ， 

その中で次のような 子どもの姿が 見られた， 

アぴ 
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① 自分たちで「作ってみたい」という 気持ちが 

高まっていった「 

② カードで遊ぶ 中で，言葉を 覚え，言葉を 発す 

る楽しさを味わっていた」 

( 課 題 ) 

0 より一人一人の 発達に応じた 絵本，夢や想像力 

をかき立てられるような 絵本を精選し 指導計 

画の充実を図っていきたい。 

⑤ 実際に， 自分で紙芝居作りに 取り組む中で ， 0 教材や教具の 工夫にさらに 力を入れ，生活や 遊 

既成のお話か 自分なりのオリジナルなお 話へと びの中で絵本の 世界がより親しめるよ う にして 

変化していき 子どもなりのイメージの 広がりや いきたい。 

膨らみが見られた   O 子 ど も た ち が絵本に親 し の る よ みノ 家庭との 連 
携を深め ， 読み聞かせを 継続して い きた い 。 

( 考 察 ) 

子どもの興味関心をとらえながら 再度絵本を見 おわりに 

直していくと ，絵本から広がっていく 遊 び や子ど   「幼児期からの 心の教育のあ り方」が問われる 中， 

もたらの興味を 引きつける教具の 工夫が浮かんで 幼稚園教育において 大切なことはなんだ るぅと 考え 

くる。 生活や遊びに 取り入れる教具を 工夫するこ てみました。 その中で，絵本の 読み聞かせを 通して， 

とで，子どもの 表情が生き生きとしイメージを 絵本に親しみ ，子どもたちに 夢や感動・想像する 楽 

膨らませながら ，絵本の楽しさを 味わう様子が 見 しさを味わうことで ，「幼児期のらを 育んで い きた 

られた， 子どもに絵本を 手渡していく 時 ，教師 い 」と考えこの 研究に取り組んできました ，現場を 

なりの願いを 持ちながらじっくりと ，そして工夫 離れ思 う よ う に実践できないという 葛藤もあ りまし 

することの大切さを 感じる「 たが，現場に い るとなかなかできない 文献に よ る 理 

論 研究，その中で 様々な理論や 実践に触れ ， いろん 

Ⅸ 研究の成果と 課題 な 角度から実践を 見直す事ができました。 教材や教 

( 成 果 ) 具を少し工夫することにより ，子どもたちの 表情が 

0 発達や興味に 応じた絵本を 読み聞かせることで 生き生きと輝き 出すこと，教師自身の 物の見方や発 

子どもの絵本に 対する意欲や 関心が高まってい 想の展開でいくらでも 楽しい活動は 生み出されてい 

った ・ - くのだということを 痛感しました。 また，研究に 取 

0 教材や教具の 工夫を行い ， 繰り返し絵本を 読み り 組む中，多くの 絵本や本に出会いました。 その 木 

聞かせることによって ，絵本の内容や 言葉を覚 によって癒され ，励まされ，勇気づけられるなど ， 

え イメージを膨らませながら 絵本に親しんでい ゆっくりと，ゆったりと 本に触れることにより ， 大 

る 様子が見られた。 人も子どもも ，心が育まれていくのだと 実感しまし 

0 絵本の間接体験から 実際に紙芝居作りやホット た 。 現場に戻ると ，せわしい日々が 待っていること 

ケーキ作りなどの 直接体験と結びつけること と 思います，しかし ，研究所で学んだことを 生かし 

        絵本か生活の 中でより身近な 物になってい 子どもたちと 共に 、 どきどき，わくわく・ 不思議だ 

った - な ? と心を動がす 感動体験ができるような 活動及 び 

0 集団で読み聞かせを 経験するということは ，お 絵本の読み聞かせの 実践を続けて い きた いと 思いま 

互いに共通のイメージをもって 遊びや活動に 取 す 。 

り 組め，集団や 仲間の育ち合いにつながること 最後になりましたが ，研修期間中励ましご 指導 下 

が 分かった ， さいました浦添市教育委員会の 知俳放校指導主事， 

本研究所の大城 淳 異所長， 営間 正和係長，山里昌樹 

指導主事，多くの 貴重な 御 指導， 御 助言，心より 感 

-@ 19@ ， ガ 



謝 申し ト げます「そして ，研究所の職員の 皆様には， 

大変お世話 :. こなりました。 

更に，研究所での 研修に快く送り 出し支えて 下 

さった神謀幼稚園の 新妻書 守 園長と職員の 皆様， こ 

の 半年間の研修を ， 共に支え合い 乗り越えってきた 

研究員のメンバ 一に厚くお礼申し 上げます         
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こさい 圭し七 。 
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